
 

プレスリリース                   令 和 ３ 年 １ ２ 月 ９ 日 

福島県水田農業産地づくり対策等推進会議 

 

令和４年産米の需要に応じた生産・販売にかかる地域農業再生 

協議会説明会開催のお知らせ 

 

令和３年１１月１９日開催された食糧部会において、令和４年産主食用米生産量は６７

５万㌧とされ、令和３年産米に引き続き▲２６万㌧程度の削減が必要となり、福島県にお 

いても令和３年産実績対比▲２，１００ｈａの主食用米の削減目標を掲げています。 

引き続く需要減少やコロナ禍により、今後の需要動向は依然不透明であり、令和４年産

米においても需要に応じた生産・販売に確実に取り組まなければ、更なる米価下落と民間 

在庫の拡大が続くこととなります。 

この環境は当面継続することが想定されますが、福島県の水田農業の将来を見通した場

合、飼料用米を中心とする転換促進の取り組みから水稲であれば加工用米・輸出用米、水

稲以外であれば麦・大豆、園芸作物等高収益作物への転換の道筋を切り拓いていく必要が

あります。このため、令和４年産米の地域農業再生協議会ごとの生産数量の目安（面積）

の設定とあわせ、「水田リノベーション事業」等も活用した令和４年産米の取り組みの基本 

的な考え方等を説明することを目的とし、説明会を下記のとおり開催いたします。 

記 

１．日 時：令和３年１２月１３日（月） １３：３０～ 

２．場 所：パルセいいざかコンベンションホール 

     （福島市飯坂町字筑前２７番地の１） 

３．主 催：福島県水田農業産地づくり対策等推進会議 

４．内 容： 

（１） 水田農業をめぐる情勢について 

（２）令和４年産米にかかる地域農業再生協議会別生産数量の目安（面積）等について 

（３）「水田リノベーション事業」の取り組みについて 

（４）令和４年産米の地域の合理的な単収の設定について 

（５） その他 

５．参集範囲 

  地域農業再生協議会、方針作成者・集荷業者、東北農政局福島県拠点、県農林事務 

所、福島県水田農業産地づくり対策等推進会議構成員（１５０名程度） 

 

 【お問い合わせ先】 

 福島県水田農業産地づくり対策等推進会議事務局 （福島県農林水産部水田畑作課） 

主幹兼副課長 遠藤 崇寛 電話 ０２４－５２１－７３５９（内線３２０１） 


